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一般社団法人日 本 鉱 物 科 学 会  
2018年度 定時社員総会 議事録 

 
 
1. 開催日時：2019年9月21日（土）8:45～10:10 
 
2. 開催場所：九州大学 伊都キャンパス イーストゾーン 大講義室 II 
               （〒819-0395 福岡市西区元岡７４４） 
 
3. 出席役員： 
 
会長(代表理事)：榎並正樹， 副会長(代表理事)：宮脇律郎 
 
理事：安東淳一，  阿部なつ江， 井上 徹， 大藤弘明，  大和田正明， 川本竜彦，  
   河上哲生，  黒澤正紀，  辻森 樹， 土屋範芳， 富岡尚敬，  永井隆哉， 
   永嶌真理子， 長瀬敏郎，  森下知晃， 圦本尚義， 吉朝 朗  
 
監事：平島崇男 

 
4. 議長：辻森 樹 会員 
 
5. 議事録作成者 事務局 
 
6. 報告事項 
 Ⅰ．2018年度（一般社団法人第Ⅲ期）事業報告 
     （和文誌，英文誌編集，行事，広報，渉外，庶務, Elements，会員，その他） 
 Ⅱ．2019年度（一般社団法人第Ⅳ期）事業計画書及び収支予算案などの件 
 Ⅲ．その他  
  
7. 決議事項 
 Ⅰ．第1号議案 2018年度（一般社団法人第Ⅲ期）決算承認の件 
 
8. 授賞式 
一、 日本鉱物科学会賞授与 
一、 渡邉萬次郎賞授与 
一、 日本鉱物科学会論文賞授与 
一、 日本鉱物科学会研究奨励賞授与 
一、 JMPS学生論文賞授与 
 
9.  協定調印式 
  モンゴル資源地質学会と一般社団法人日本鉱物科学会との学術交流協定調印式 
 
10. 議事の経過の要領及びその結果  
 
(1) 定刻に至り，一般社団法人日本鉱物科学会榎並正樹会長が開会を宣言をして挨拶を行い，物故

会員(堀秀道名誉会員,青木義和名誉会員，関陽太郎永年会員，秀平重久永年会員，逸見千代子
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シニア会員，西村宏シニア会員)への黙祷がなされた。 
定款第15条により，議長の選任について諮ったところ，辻森 樹会員の推薦があり満場一致を
もって辻森 樹会員が議長に選出された。 

 
(2) 辻森 樹議長により，定足数の確認および出席者数の確認が行われ，下記の定足数に足る社員

の出席があったので、辻森 樹議長は議事に入った。 
 
  議決権のある社員数：880名 

  この議決権の総数：  880個（定足数89人) 

  出席社員数：        159名 

 (内訳)本人出席82人＋書面77人[代理人行使(56人)＋書面権行使(21人)]   

この議決権の総数:   159個 

 

報告事項 
 
I．2018年度（一般社団法人第Ⅲ期 2018年8月1日～2019年7月31日）事業報告 
 
  榎並正樹会長より2018年度一般社団法人日本鉱物科学会の活動について概要報告があり，特に，
「ひすい（ひすい輝石及びひすい輝石岩）」国石選定（2016年9月）の関連事業としての年会開催
時の一般普及講演「日本の国石・ひすい」，そして、本会監修の『日本の国石「ひすい」―バラ
エティに富んだ鉱物の国―』と「鉱物・宝石の科学辞典」について，関係各位の協力のもと実施，
刊行されたことが報告された。今年度は，2019年7月23日から8月28日に会員の皆様に実施した 
アンケート意見を参考に，今後の学会のあり方を会員の協力をいただき検討していくことが重要
であると報告がなされた。 
次に，2018年度第3回定例理事会(2019年8月29日開催)において2018年度事業報告として承認さ
れた下記個別事業報告について，会長が各業務を一任している各担当者から総会資料に基づき報
告説明がなされた。（総会資料参照） 

 
１．和文誌（岩石鉱物科学）、英文誌（Journal of Mineralogical and Petrological Sciences），その他の  冊
子版，電子版による発行事業 

 
(1) 和文誌（岩石鉱物科学）編集報告 (長瀬和文誌編集幹事・理事) 
(2) 英文誌（JMPS）編集報告（吉朝英文誌編集幹事・理事） 
 
２．総会、講演会，研究部会，その他学術に関する集会及び行事の開催事業 

 
(1) 行事報告・年会報告（磯部行事幹事） 
(2) 広報報告（大藤広報幹事・理事） 
(3) 渉外報告（森下渉外幹事･理事） 
(4) Elements報告（興野Elements幹事） 
 
 
 
３．研究の奨励及び業績の表彰（中村庶務幹事・理事 代理，宮脇副会長）） 

(1) 2018年度日本鉱物科学会賞表彰 
(2) 渡邉萬次郎賞表彰   
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(3) 2018年度日本鉱物科学会論文賞表彰 
(4) 2018年度日本鉱物科学会研究奨励賞表彰 

 (5) 2018年度JMPS学生論文賞受賞論文表彰 
(6) 2018年年会研究発表優秀賞表彰 
 
４．本会の目的を達成するために必要な事業 

(1) 庶務報告 (中村庶務幹事・理事，代理宮脇律郎副会長) 
(2) 将来企画委員会報告 (宮脇委員長・副会長)  
(3) 特務幹事(会員増対策担当) 報告（佐藤特務幹事） 
(4) 地惑連合報告（阿部連絡担当委員・理事） 
(5) 学術会議報告（大谷学術会議連携会員, 代理西山忠男学術会議連携会員） 
(6) 教育普及委員会報告（林委員長，代理長瀬委員・理事） 
(7) 博物館委員会報告（坂野委員長） 
(8) 研究部会報告：研究部会「岩石－水相互作用」（土屋代表・理事） 
(9) 会員報告（河上会員幹事・理事） 
(10) 細則等検討委員会報告（大和田細則等検討特務幹事・理事） 
(11) モンゴル資源地質学会と当学会の学術交流協定(MOU）更新の件（榎並会長，代理小山内会員） 
(12) 2019年度の理事会開催日の審議（中村庶務幹事・理事，代理宮脇副会長） 

  (13) その他 
    1) 日本鉱物科学会編集の刊行２誌の件 (宮脇副会長) 
    2）「宝石切手」の発行の嘆願書の件 （宮脇副会長） 
    3) 日本地質学会提案「大規模研究計画に関するマスタープラン2020」への日本鉱物科学会 

賛同，共同提案の是非 (宮脇副会長) 
    4) International Symposium on Water-Rock Interaction (WRI) WRI-17東北大学招致協力の件  
                                     （土屋理事，代理宮脇理事） 
 
Ⅱ.2019年度（一般社団法人第Ⅳ期）事業計画書及び収支予算案などの件 

  
１．榎並会長により，2018年度第3回定例理事会（2019年8月29日開催）にて承認された，下記2019
年度事業計画が紹介された。 

 
1) 編集事業：岩石鉱物科学、Journal of Mineralogical and Petrological Sciencesの発行 
2) 行事事業：2020年年会（東北大学）の開催と2019年度定時社員総会の開催 
3) 各賞の表彰事業 
4) その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 
２．同じく第3回定例理事会で承認された2019年度収支予算書について，栗林会計幹事から配布資
料に基づいて説明がなされ，紹介された。 

 
決議事項 
 
Ⅰ.第１号議案 2018年度（一般社団法人第Ⅲ期）決算承認の件 

    （説明：栗林会計幹事， 監査報告：平島監事） 
 

１．栗林会計幹事から，2018年度（一般社団法人第Ⅲ期）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増
減計算書）及びこれらの財務諸表に対する注記，附属証明書について，配布資料に基づいて説
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明がなされた。 
 
２．平島監事から，2019年8月29日に監査が実施されたことが紹介された。次に総会招集通知の監
査報告書に記載の通り，会計，事業，理事の業務に関し，いずれも適正に執行されていること
が確認された旨，監査報告書が読み上げられ報告された。 

 
３．議長により，これらについて諮ったところ，反対，保留はなく社員の賛成多数をもって承認可
決された。 

 
授賞式 
 
各選考委員会委員長から選考結果が報告され，榎並会長から下記受賞者一人一人に賞状と記念品が
授与された。 
 
一、2018年度日本鉱物科学会賞授与（大和田委員長） 
 

第20回受賞者：野口 高明 会員 
  業績題目：原始太陽系における物質進化に関わる岩石鉱物学的研究    
第21回受賞者：山崎大輔 会員 
   業績題目：構成物質のレオロジーに基づく核・マントルのダイナミクスの研究とその 
             ための高圧実験技術開発 
 

一、渡邉萬次郎賞授与（下林委員長） 
 

第35回受賞者：青木義和 名誉会員 
 

一、2018年度日本鉱物科学会論文賞授与（河上委員長） 
 
   第20回受賞論文 

Title: Title: Mullite in a buchite from Asama volcano and its sub–micrometric core–rim texture 
with sillimanite.Journal of Mineralogical and Petrological Sciences, 113-4, 198–206, 
2018.  

Authors: Yohei IGAMI, Akira MIYAKE, Norimasa SHIMOBAYASHI 
受賞者：伊神洋平会員，三宅 亮会員，下林典正会員 
 

   第21回受賞論文 
     Title: In situ observation, X-ray diffraction and Raman analyses of carbon minerals in ureilites: 
         Origin and formation mechanisms of diamond in ureilites. Journal of Mineralogical and  
               Petrological Sciences, 111-4, 252-269, 2016.  
          Authors: Yoshihiro NAKAMUTA, Fumio KITAJIMA, Kazuhiko SHIMADA  
          受賞者: 中牟田義博会員 
 
一、 2018年度日本鉱物科学会研究奨励賞授与（奥村委員長，代理永嶌副委員長） 
 
   第25回受賞者：吉村俊平 会員 
     研究対象：火山噴火現象の実験的・理論的研究 
 
   第26回受賞者：篠崎彩子 会員 
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     研究対象：地球深部・氷天体深部での炭素、水素、窒素関連物質の振る舞いの解明 
一、2018年度JMPS 学生論文賞授与（吉朝委員長） 
 
   第7回受賞論文：Tomoya TAMURA, Ryo SUGAYA, Atsushi KYONO : Formation of Fe(III)-oxides  
           on the magnetite surfaces in the low-temperature hydrothermal reaction  
             受賞者：田村知也 (投稿時：筑波大博3) 
      第8回受賞論文：Yumiko TSUBOKAWA, Masahiro ISHIKAWA, Tetsuo KAWAKAMI, Tomokazu  
                     HOKADA, M. SATISH–KUMAR, Noriyoshi TSUCHIYA, G.Eoffrey H.  
                     GRANTHAM: Pressure–temperature–time path of a metapelite from Mefjell, Sør  
                     Rondane Mountains, East Antarctica  
             受賞者：坪川 祐美子 (投稿時：横国大博2)  
 
 
モンゴル資源地質学会と一般社団法人日本鉱物科学会との学術交流協定調印式 
Agreement on Academic Cooperation and Exchange between Mongolian Society of Economic 
Geologists and Japan Association of Mineralogical Sciences 
  
モンゴル資源地質学会（Mongolian Society of Economic Geologists (MonSEG)）Dr. M. Ochirbat会長と 
一般社団法人日本鉱物科学会榎並正樹会長により，両学会の学術交流協定の調印がなされた。 
 
 
閉 会 
 
以上をもってすべての議事を終了したので、議長は10時20分閉会を宣した。 
 
上記の議事の要領及び結果を明確にするため、この議事録を作成し、定款第18条第2項に規定され
ている総会に出席した正会員より選出された議事録署名人(１名以上)が次に記名，押印する。 
 
 
2019年11月1日 
 
 
一般社団法人日本鉱物科学会   2018年度定時社員総会 

         理事 河上 哲生  印 
(配布時押印省略) 

 


